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追悼の辞
関西大学商学部長
池島正興
平成13年 (2001年） 1月6日，田中茂和教授が在外研究の地オーストラ
リアにて急逝という悲しい訃報が私たちのもとに届けられました。享年54
歳。慎んで，ご冥福をお祈り申し上げます。
教授は，長崎大学経済学部専任講師，助教授を経て，昭和57年(1982年）
に関西大学商学部助教授に着任され，そして昭和61年 (1986年）には教授
に昇進されました。本年に至るまでの19年間の長きにわたり，本学にて研
究・教育のみならず大学行政に大いに頁献されてきました。
教授は商学部では国際金融論を担当され，ゼミナールや講義，基礎演習
のクラスで多くの学生に接しられ，優れた人材を輩出してこられました。
また，ゼミナールの学生には「学ぶときにはよく学べ，遊ぷときにはよく
遊べ」を信条に，海外でのゼミ旅行にも積極的に取り組まれるなど，学生
への面倒見の良さは定評のあるところでした。
研究面では，教授は幅広い視野と研ぎすまされた鋭い現実感覚をもって，
国際貿易，直接投資，産業組繊，為替レートに関する理論的・実証的研究
を精力的に積み重ねてこられました。主著たる『為替レートと国際金融』
（中央経済社），『国際経済と産業組織』（関西大学出版部）を初め多数の論
文をも発表され，常に学会をリードし，学会から高い評価を得てこられま
した。
また大学行政においても尽力され，とりわけ，教授がその卓抜した語学
力を生かし，国際交流主事として長年活躍され，本学の学術文化および教
員・学生の国際交流に多大な頁献をされてきたことは衆目の一致するとこ
ろであります。
教授は温厚な性格であられましたが，自他ともに，物事のけじめを厳し
く求められる面をも併せ持っておられました。教授会で， しばしばお見か
けした， 自らの考えを諄々と説かれる姿も今や懐かしく思い出されます。
教授は研究・教育のみならず，生活面においても人一倍エネルギッシュ
な行動力を発揮してこられました。それゆえに，余りにも落差の大きい，
教授の早過ぎるご逝去は痛恨の極みであります。
故人の学問と人柄を追慕し，ここに追悼号を刊行することになりました。
故人の遺徳を偲ぶよすがとなることを念じます。
平成13年 (2001年） 4月25日
